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１　地球温暖化対策事業者等の概要

（１）　地球温暖化対策事業者等の氏名等

（２）　事業所の概要

分類番号

産業分類名

（ ）

建物の使用形態

(1)

(2)

(３)

㎡

㎡

（３）　担当部署

電  話  番  号

ファクシミリ番号

電子ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ

電  話  番  号

ファクシミリ番号

電子ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ

地球温暖化対策事業者等の氏名
（法人にあっては名称及び代表者又は管
理者の氏名）

田島ルーフィング株式会社�代表取締役社長�田島国雄

温室効果ガス排出状況報告書（２）

　事業所の名称 田島ルーフィング株式会社�宮城工場

地球温暖化対策事業者等の住所
（法人にあっては主たる事務所の所在
地）

東京都足立区小台1-3-1

東京都足立区宮城1-21-12

テナント事業者等
の　　　名　　　 称

テナント事業者等
の　　　名　　　 称

建築用防水材（ルーフィング）製造
およびルーフィング用基材（合成繊維不織布）製造

F15

　敷地面積

　事業の概要

　主なテナント事業者等の概要
　（テナントビル等の場合に記載）

12,936

テナント事業者等
の　　　名　　　 称

　事業所の所在地

業種等

事業の
業　種 パルプ・紙・紙加工品製造業

事業所
の種類

主たる用途

※部門分類

7,940

計 画 の
担当部署

名称

連絡先

　建物の延べ面積

03-3913-6514

宮城工場�製造管理課

03-3913-6511

公 表 の
担当部署

名称

連絡先

03-3913-6511

宮城工場�製造管理課

03-3913-6514

パルプ・紙・紙加工品製造業F：製造業

産業 業務

工場 熱供給施設 上水道・下水道施設 廃棄物処理施設

事務所 商業施設 宿泊施設 教育施設

医療施設 文化施設

その他

テナントビル等に該当



その２

（４）排出状況報告書の公表方法

～

アドレス：

閲覧場所：

所在地：

閲覧可能時間：

冊子名：

入手方法：

２　計画期間

年度 ～ 年度

３　温室効果ガスの総排出量の状況

（１）　前年度の温室効果ガスの総排出量 単位：ｔ（二酸化炭素換算）

ＣＯ２

5,648

（２）　総基準排出量及び前年度までの温室効果ガスの総排出量の推移 （単位：ｔ（二酸化炭素換算））

総排出量

基準排出量比
増減率

４　工場・事業場の設備等に係る温室効果ガスの排出の状況及び排出抑制に係る措置の進ちょく状況（総括）

（１）　温室効果ガスの排出の量 (前年度： 年度）

　　ア　前年度の温室効果ガスの排出の量 単位：ｔ（二酸化炭素換算）

ＣＯ２

5,648

　　イ　前年度の建物の延べ面積当たりの温室効果ガスの排出の量の状況等(業務部門に該当する場合のみ記載）

　　ウ　基準排出量及び前年度までの温室効果ガスの排出の量の推移 単位：ｔ（二酸化炭素換算）

排出量

基準排出量比
増減率

（２）　温室効果ガスの排出の抑制に係る措置の進ちょく状況

目標対策による削減実績

目標削減率

対策分類ごとの措置の進ちょく
状況（実施の有無）

推計実績削減量（目標対策分）

MJ/㎡・年

19

kg/㎡・年

建物の延べ面積当たりのエネルギー消費量

ＣＨ４ Ｎ２Ｏ

6,910 5,784

16%

5,648

t-CO2

16%

目標対策

18%

推計実績削減率（目標対策分）

5,797

173
2.5%
2.9%

うち、運用対策

基本対策

建物の延べ面積当たりの温室効果ガスの排出の量

第２年度 第３年度 第４年度基準排出量 第１年度

公表期間

公表方法

田島ルーフィング株式会社　宮城工場事務所

東京都足立区宮城1-21-12

8：30～17：00

平成19年7月1日 平成21年6月30日

2117

ＣＨ４ Ｎ２Ｏ ＨＦＣ ＰＦＣ

第４年度 第５年度

ＳＦ６ 合計

5,648

基準排出量 第１年度

6,910 5,784 5,797 5,648

第２年度 第３年度

16% 16% 18%

ＨＦＣ

第５年度

合計

5,648

ＰＦＣ ＳＦ６

ホームページで公表

窓口で閲覧

冊子

その他

すべて完了 一部完了 未実施 計画なし

すべて実施 一部実施 未実施 計画なし

すべて完了 一部完了 未実施 計画なし



その３

５　自動車等に係る温室効果ガスの排出の状況及び排出抑制に係る措置の進ちょく状況（総括）

（１）　温室効果ガスの排出の量

　　ア　前年度の温室効果ガスの排出の量 単位：ｔ（二酸化炭素換算）

ＣＯ２ ＣＨ４ Ｎ２Ｏ

　　イ　基準排出量及び前年度までの温室効果ガスの排出の量の推移 単位：ｔ（二酸化炭素換算）

基準排出量 第１年度

排出量

基準排出量比
増減率

（２）　温室効果ガス排出の抑制に係る措置の進ちょく状況

６　温室効果ガスの排出の抑制に係る措置の進ちょく状況等についての総括等

計画の変更はなく、予定した対策を実施していく。
新たにエネルギー使用量を減少させる対策があるかどうか確認する。

第3年度については、対策項目についてはほぼ予定通り実施できたと考えている。
生産量が減少しており、これに伴いエネルギー使用量も減少している結果となった。

合計ＨＦＣ ＰＦＣ ＳＦ６

（当年度以降の取組方針）

第４年度 第５年度

排出の抑制に係る措置の進ちょく状況

第２年度 第３年度

すべて完了 一部完了 未実施 計画なし



その４

７　工場・事業場の設備等に係る温室効果ガスの排出の抑制に係る措置のスケジュール及び進ちょく状況（個表）

第１年度 第２年度 第３年度 第４年度 第５年度

完了

着手 完了

着手 完了

着手 実施
完了

完了
着手

実施

完了

実施

完了

完了

完了

完了

完了

完了

完了

着手 完了

完了

完了

完了

完了

完了

完了

着手 完了

完了

着手 完了

実施

完了
0.10%

0.10%

34

0.10%

0.50%

615
(R1）プレヒーター、アフサチ
蒸気通し始め標準化

6

14
(R1）TF送り熱媒油ポンプ撤
去

(R1）プレヒーター鏡板保温

11

6613

24

61

(NS）ドライヤー加熱開始時
の標準化（トラップ）

2

12 (NS）新バインダー切り替え

2 2

10
(NS）ヤンキードライヤーフー
ド・循環ダクト表面保温

11
(NS）ﾉﾝﾀｯﾁﾄﾞﾗｲﾔｰ#1・2ﾌｧﾝ
ｲﾝﾊﾞｰﾀ化(ﾔﾝｷｰｴﾛﾌｨﾝﾋｰ
ﾀｰ圧力ﾀﾞｳﾝ）

7
TOW倉庫・原反倉庫の深夜
消灯（人感センサー）

6

(NS）ヤンキー・熱媒油ドライ
ヤーフード空気吸入調整

2

0

0

9

12

4

2

加工専用簡易蒸気ボイラー
設置

16

8
(NS）ノンタッチ・ヤンキードラ
イヤー排出ブロワ風量調整

9

5
(NS）熱媒油ボイラー焚き始
め標準化（急速焚き禁止）

2

6 0.10%

対策
Ｎｏ

風呂専用ボイラー、温水器
の設置

0

(NS）整流子モーターの小型
インバータ化

3

4

　　　　対策の名称
（建物ごとに選定した場合
は、建物の名称も記載する
こと。）

推計実績
削減量(t)

延期理由及び今後の
実 施 予 定 時 期
又は取りやめの理由

備考

計画時
の削減
効果見
込　量
（ｔ）

スケジュール（上段：計画、下段：実績）
前年度末における

実　 施　 状 　況

進ちょく状況

推計実績削
減率(%)

対　策
レベル

2

3

1

(NS）ボイラー配管、バルブ
保温（カバータイプ）

0.20%

0

0

12

目標対策

基本対策

目標対策

目標対策

基本対策（運用）

基本対策（運用）

目標対策

基本対策（運用）

基本対策（運用）

基本対策

目標対策

目標対策

基本対策

目標対策

基本対策（運用）

実施

着手



その４

７　工場・事業場の設備等に係る温室効果ガスの排出の抑制に係る措置のスケジュール及び進ちょく状況（個表）

第１年度 第２年度 第３年度 第４年度 第５年度
対策
Ｎｏ

　　　　対策の名称
（建物ごとに選定した場合
は、建物の名称も記載する
こと。）

推計実績
削減量(t)

延期理由及び今後の
実 施 予 定 時 期
又は取りやめの理由

備考

計画時
の削減
効果見
込　量
（ｔ）

スケジュール（上段：計画、下段：実績）
前年度末における

実　 施　 状 　況

進ちょく状況

推計実績削
減率(%)

対　策
レベル

完了

着手 完了

実施

完了

着手 完了

着手 実施 実施
着手 完了

着手 実施
実施

完了

着手 完了

着手 完了
完了

完了

完了

完了

着手 完了

着手 実施
完了

着手 完了

着手 実施
着手 完了

完了

完了

完了

完了

完了

着手 完了

完了
30 (R４）SA10万熱交効率化 47 104 1.50%

0 029
(R４）屋外ASP・熱媒油配管
保温

28
(R１）#1プレス用チラー入替
え

0 0

0 027
(R1）クーリングタワー定期掃
除・保全

26 (R1）クーラードラム鏡板保冷 1

725
(R1）コンプレッサー省エネタ
イプに入れ替え

24 (R1）集煙・集塵ダクト掃除 0

0 023
(R1）2階・裏側照明の不要
時消灯（手動スイッチ設置）

22
(R1）不要時の集塵装置停
止標準化

0 0

8 9 0.10%21
(R1）集煙装置ファンモー
ターインバータ化

20
(R1・VM）熱媒油加熱、各装
置循環始め作業標準化

3 3

19
(R1・VM）配管詰まり掃除、
入れ替え（ポンプ負荷減）

0

11

2

11 0.20%17
(R1）熱媒油中温度設定値
低下（210→190℃）

18
(R1・VM）配管・循環ポンプ
保温の徹底

16
(R1）アフサチ自動排出弁設
置

9 2

実施

実施

完了

実施

実施

目標対策

基本対策（運用）

基本対策

基本対策

基本対策（運用）

目標対策

基本対策

基本対策

基本対策

目標対策

基本対策

基本対策

目標対策

基本対策

目標対策



その４

７　工場・事業場の設備等に係る温室効果ガスの排出の抑制に係る措置のスケジュール及び進ちょく状況（個表）

第１年度 第２年度 第３年度 第４年度 第５年度
対策
Ｎｏ

　　　　対策の名称
（建物ごとに選定した場合
は、建物の名称も記載する
こと。）

推計実績
削減量(t)

延期理由及び今後の
実 施 予 定 時 期
又は取りやめの理由

備考

計画時
の削減
効果見
込　量
（ｔ）

スケジュール（上段：計画、下段：実績）
前年度末における

実　 施　 状 　況

進ちょく状況

推計実績削
減率(%)

対　策
レベル

完了

完了

完了

延期 完了
完了
着手

実施

完了

着手 完了

完了

完了

実施

完了

完了

完了

着手 完了

着手 実施
完了

完了

45

44

43

42

41

40
MB熱媒循環ポンプバルブ
保温

5 5 0.10%

0 039 エア漏れ調査・修理

38
1・4・5・6号、旧TF倉庫屋根
明り取り設置

3 5 0.10%

3 337
(R4）熱媒油ボイラー立上
げ・装置循環標準化

36
(R4）コンプレッサー省エネタ
イプに入れ替え

7

0 035 (R4）集煙・集塵ダクト掃除

34
(R4）不要時の集塵装置停
止標準化

0 0

833
(R4）集煙装置ファンモー
ターインバータ化

32
(R4）アフサチ蒸気トラップ自
動弁設置

5 2

1 131 (R4）熱媒油循環ポンプ保温

完了

着手

実施

基本対策

目標対策

目標対策

基本対策（運用）

基本対策

目標対策

基本対策（運用）

目標対策

基本対策

基本対策



その４

７　工場・事業場の設備等に係る温室効果ガスの排出の抑制に係る措置のスケジュール及び進ちょく状況（個表）

第１年度 第２年度 第３年度 第４年度 第５年度
対策
Ｎｏ

　　　　対策の名称
（建物ごとに選定した場合
は、建物の名称も記載する
こと。）

推計実績
削減量(t)

延期理由及び今後の
実 施 予 定 時 期
又は取りやめの理由

備考

計画時
の削減
効果見
込　量
（ｔ）

スケジュール（上段：計画、下段：実績）
前年度末における

実　 施　 状 　況

進ちょく状況

推計実績削
減率(%)

対　策
レベル

225 3.2% 計画削減量(t) 261

173 2.5% 目標削減量(t) 202

60

59

58

57

56

55

54

53

52

51

50

49

48

47

46

　合計

　合計（うち目標対策分）



その５

８　中間報告書提出以降に追加した工場・事業場の設備等に係る温室効果ガスの排出の抑制に係る措置のスケジュール及び進ちょく状況（個表）

第１年度 第２年度 第３年度 第４年度 第５年度

区分番号 区分名称

対策の
区分

推計実績
削減量(t)

計画時
の削減
効果見
込　量
（ｔ）

備考

根拠
資料

対策レベ
ルの修正
※

進ちょく状況

推計実績削
減率(%)

※指針に掲げる「基本対策」
を「目標対策」とした場合に
チェックする。

　合計

　合計（うち目標対策分）

対　策
レベル

前年度末における

実　 施　 状 　況

スケジュール（上段：計画、下段：実績）
追加
年度

対策の名称
対策
Ｎｏ

添付書類

添付書類

添付書類

添付書類

添付書類

添付書類

添付書類

添付書類

添付書類

添付書類

添付書類

添付書類

添付書類

添付書類

添付書類



その６

９　自動車等に係る温室効果ガスの排出の抑制に係る措置の進ちょく状況（個表）

現状 目標

対策
Ｎｏ

対策の名称

計画

備考対策導入率等 削減効果
の見込量
（ｔ）

導入率等
対策完了に
よる削減効
果の量（ｔ）

進ちょく状況





その８

（３）　地球温暖化の対策の推進体制 （詳細）

　　ア　地球温暖化対策統括マネージャー

電  話  番  号

ファクシミリ番号

電子ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ

受　講　日 平成20年6月16日

　　イ　地球温暖化対策テクニカルアドバイザー

地球温暖化対策テクニカルアドバイザーを事業所内部で選任している。

地球温暖化対策テクニカルアドバイザーを外部委託で選任している。

　部署名・会社名等

電  話  番  号

ファクシミリ番号

電子ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ

取得年月日 平成18年8月7日

受　講　日 平成18年11月29日

（地球温暖化対策テクニカルアドバイザーを都の登録事業者へ外部委託した場合のみ、次の欄にも記入すること。）

登　録　日
（更新日）

　　ウ　主なテナント事業者等の推進員等(テナントビル等の場合に記載）

電話番号

ﾌｧｸｼﾐﾘ番号

電話番号

ﾌｧｸｼﾐﾘ番号

電話番号

ﾌｧｸｼﾐﾘ番号

③

テナント事業者等の名称

推進員等の氏名（法人にあっては代表者又は管
理者の氏名）

地球温暖化
対策の担当
部署

部署名

連絡先

連絡先

②

テナント事業者等の名称

推進員等の氏名（法人にあっては代表者又は管
理者の氏名）

地球温暖化
対策の担当
部署

部署名

①

テナント事業者等の名称

推進員等の氏名（法人にあっては代表者又は管
理者の氏名）

地球温暖化
対策の担当
部署

部署名

連絡先

都登録番号

　氏名

　部署名

　連絡先

　地球温暖化対策管理者
　講習会修了番号

松本　正孝

生産部宮城工場長

03-3913-6511

03-3913-6514

　地球温暖化対策管理者
　講習会修了番号

06040007

　氏名

　連絡先

　資格要件の名称 エネルギー管理士

03-3927-3974

shimada-hyk@tajima-roof.co.jp

03-3927-1149

matsumoto-mst@tajima-roof.co.jp

島田　寛行

生産部設計一課

08010044



その９

電話番号

ﾌｧｸｼﾐﾘ番号

電話番号

ﾌｧｸｼﾐﾘ番号

電話番号

ﾌｧｸｼﾐﾘ番号

電話番号

ﾌｧｸｼﾐﾘ番号

電話番号

ﾌｧｸｼﾐﾘ番号

１１　添付する書類

△別紙（　 添その３ ）のとおり

△別紙（　 添その4-3 ）のとおり

△別紙（　 ）のとおり

△別紙（　 ）のとおり

△別紙（　 ）のとおり

⑧

テナント事業者等の名称

推進員等の氏名（法人にあっては代表者又
は管理者の氏名）

地球温暖化対策
の担当部署

連絡先

部署名

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

温室効果ガス排出量集計結果（前年度分）

燃料、熱及び電気の使用実績（月別）（前年度分）

削減量の根拠資料

テナント事業者等における削減対策に係る資料

連絡先

連絡先

⑦

テナント事業者等の名称

地球温暖化対策
の担当部署

部署名

連絡先

推進員等の氏名（法人にあっては代表者又
は管理者の氏名）

⑥

テナント事業者等の名称

推進員等の氏名（法人にあっては代表者又
は管理者の氏名）

地球温暖化対策
の担当部署

部署名

⑤

テナント事業者等の名称

推進員等の氏名（法人にあっては代表者又
は管理者の氏名）

地球温暖化対策
の担当部署

部署名

備考　　△印の欄には、報告書に添付する各別紙に一連番号を付けた上、該当する別紙の番号を記入すること。

④

テナント事業者等の名称

推進員等の氏名（法人にあっては代表者又
は管理者の氏名）

地球温暖化対策
の担当部署

部署名

連絡先


